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微生物を育τる
安居光園 MitsukuniYASUI 

はじめに

青カビ、黒カビを食品の表面に見た方もおられ

るでしょう。目に見えるほどに増殖したカビを見

て、「この食品にはカピがついているJと嘆くの

ですが、見えないほどの小さなカビ、の胞子はず、っ

と前に付いていたのです。同様に l個の微生物も

小さくて見えないものですが、その集落(コロニ

ー)は顕微鏡を使わなくても、目で見ることので

きる大きさにな ります。こうした微生物を実験室

で育てる(培養する)には、培地を用います。培

地は微生物が要求するさまざまな栄養を含んだも

ので、シャーレ(ペトリディッシュ)上に微生物

たちを培養します。それでは簡単な培地を作り、

微生物を育て観察してみましょう。

培地

培地は、基本的に炭素源、窒素j原、無機塩およ

び特殊な要求成分(ビタミン、アミノ酸その他)

を含み、複雑な組成を持つ天然培地から、化学組

成の明確な合成培地まであります。多くは試薬と

して販売されていますが、身近な食品からも培地

を作ることカfできます。

微生物用の肉汁培地

lつめの培地はパスツール(フランスの化学者:

1822-1895)たちが使った肉汁培地です。これに

はアミノ酸などの栄養成分が多く、広く微生物の

培養に向いています。

1. 100 gの肉(ここではミンチ)に200m!の水道

水を加え、グツグツと 1時間煮ます。水分が減っ

たら補います。浮いたアクや油を取り除き、煮汁

をこします。最後に食塩を約3g加えます(図1)。

これで液体培地ができました。もちろん、密閉

していない容器に入れ、 室温に放置すると微生物

が繁殖し液体は濁ります。これではさまざまな微
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図2 紙コップ型培地 図3 細菌のコロニー

生物が混合しているので、一つ一つの微生物を見

るため、寒天で固めた培地にしましょう。

2. 肉汁が熱いうちに、菓子用の寒天を 肉汁

100m!あたり約1.5g加えます。よく混ざったら、

さらに殺菌を兼ねて電子レンジで加熱します。

3. 2の液体を熱いうちに紙コップ(紙コップ、

プラスチックコップなどの製品は開封まで付着微

生物が少ない)に流し入れます (20m!程度)。

空気が漏れ入る程度にラップで軽くふたをし、輪

ゴムで止めます。一晩置くと寒天が固まり、出来

上がりです(図 2)。

調べたい液体を寒天表面に数滴分広げ、 30~

3rcの所に置きます(アルコール消毒したヘラな
どを使う)。すると、翌日あたりから小さなブツ

ブツが表面に見えてきます(温度が低いと日数が

かかります)。これがコロニーです。図3は古く

なった水を塗ったものですが、白や黄色のコロニ

ーを見ることができました。色だけでなく、コロ

ニーの輪郭が滑らかなものから少しギザギザした



図4 ジャガイモを煮る

もの、盛り上がったものから平たいものまでさま

ざまなものがあります。もし顕微鏡があれば、少

量をメチレンブルーなどで染色し 500倍以上で

個々の微生物が観察できます。ちなみに、コロニ

ーはもともと l個の微生物が分裂したものですの

で、コロニー数は液体中に存在した微生物数に相

当します。水道水、汲み置き水、入浴後のふろ水、

水たまり水、海水などの液体中の微生物のほか、

固形物やテーブルを拭きとった綿棒などをこすり

つけて調べることができます。

カビ用のポテト措地

とても身近なカピたち向きのポテト培地です。

青、白、黒カビなと守は食パンや餅を放置している

だけでも生えてきますが、それより生育はよいで

す。

1.皮をむいたジャガイモを短冊に切り、 ジャガ

イモの 5倍の水を加えて約 30分煮沸します(図

4)。

2. ガーゼでこした煮汁にブドウ糖(または砂糖)

を煮汁100mlあたり約2gを加えます。

3. 肉汁培地と同様に寒天を約1.5%加えます。

よく混ざったら、さらに殺菌を兼ねて電子レンジ

で加熱し、紙コップに流し入れます。ラップで軽

く空気が漏れ入る程度にふたをし、輪ゴムで止め

ます。平らな場所に一晩置くと寒天が固まり出来

上がりです。さきほどと同様、試料を乗せます。

図5、6は小さなカビを寒天に乗せ、室温で数

、日置いたものです。この培地には栄養が少ないの

で増殖の速い細菌が生育しづらく、増殖の遅いカ

図6
生育したカビ

ビが生育するまで待てます。カピは食品、革製品

に生えるほか、空気中、土壌中に多くいます。カ

ビは色や形が多様で、美しく、観察には最適です。

培地の検討

もちろん、酵母エキス、ベプトンなどの栄養成

分や無機塩類が手に入れば、本格的な培地を次々

と作ることができます。酵母エキスに代わってビ

ール酵母から作られている「エピオス錠(アサヒ

フードアンドヘルスケア)Jをイ更うこともできま

す。これにグルコースを足すだけで担子菌の培養

に適するほか、ランの培養家にもエビオス錠は愛

用されているようです。

注意点

キッチンで作る培地は、実験室ほど清浄管理が

行き届かないので、意図しない微生物が生育する

ことがあります。周りをきれいにすることはもち

ろん、おしゃべりを避ける、紙コップは直前まで

開封しないなどの配慮も必要です。また胞子は空

気中に漂いやすく、ア レルギーなどを引き起こす

人もいます。E
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室蘭工業大学応用理化学系バイオシステムコース准教授。
好熱性微生物の活性酸素除去酵素、白色腐朽菌によるリグ

二ン分解など微生物の作り出す酵素の利用を研究する日々

です。
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